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Abstract

旨

Thispaperaimstoincreasetheefficiencyofsimilarityretrievalwithtrademarkimages・We
proposed2methodsfbritTheoneisamethodfbrrecognizingaboundaryofabinarytrademark
andexcludingitfromatrademarkwithaboundaryeventhoughtheboundalycontactstoitsinner
families，theotherisamethodfbrrecogmzmgthatabmarytrademarkmageissimilartoone
whosefigurePattemissimilarorthesameanditscolorarereversedtoit・

Atfirst,mastudyfbrrecognizingaboundaryofatrademark,aboundaryofatrademarkis
definedandaccordingtothedefinition,analgorithmfbrrecognizingitandseparatingatrademark
withaboundaIyintotheboundaryanditsinnerfilmilywasdescribedMoreoventhispaper
showedresultsonrecognitionofaboundaryinatrademarkandextractionoftheboundalyiand
examinedtheefficiencybyproposedmethod・Intheexperiments，１８４３trademarkswereusedand
itshowedthattheresultscorrespondedtohumanvisualcognitivejudgments

SecondalybinastudyfbrretrievingareversedtrademarktoaqueIyimage,weproposeda
preprocessmethodfbrthatThatis,afteraboundaryisrecognizedbyourpmposedmethodand
waseliminated，ｉｎｔｈｉｓｐａｐｅｎａｍｅｔｈｏｄｆｂrextractingafhmilythatrepresentsafigureof
trademarksisdescribedBesides,inordertoshowtheefIiciencyofourproposedpreprocess,this
paperconductedanexperimentfbrretrievingmonochromereversedtrademarkstoquelyimages
andcomparedtheresultsofretrievalbythepreprocessmethodandwithoutit・FI0mtheresultsof

theexperimentconductedhere,ithasbeenseenthattheretrievalusingthepreprocessmethodis
betterthanthatnotusingit,andtheeHiciencyofthismethodwasconfilmed．

1．序論

人間の視覚情報処理機能を計算機で代用させようという目的で行われている類似画像検索で
は，その検索結果が人間の感覚と一致していることが望ましく，何らかの形で人間の主観を導入
する必要がある．しかし，これまで，人間の主観の解明には至っておらず，それに代る手段も完
全に確立したものを発見することが困難であり，未だ人間の類似感覚と計算機で計算される類似
度には隔たりがあるのが現実となっている．本研究では，類似商標検索システムにおける人間と
計算機との類似判断の隔たりを縮める一貫として，商標内の「図」が人間の類似判断の一要因と
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なっていることから，「図」を重視した類似商標検索方法，その中でも，外枠を持つ図形からの

「図」の抽出，白黒反転している図形を類似検索する手法を提案し，現在入手可能であった１８４３

個の登録商標を用いて，提案手法の有効性を確認する実証実験を行った．

2．類似商標検索システムの概要

本研究で用いる類似商標検索システムは,ｎ個のサンプル商標に対して、個の物理的特徴量を

抽出し，ｍ次元の特徴空間を構成する．すなわち，商標図形Ａから、個の特徴量を抽出し，ベ

クトルｒＡを，兀劉＝(x`,,兀廻,…,x`j,…,x劉鰍)'と構成する．これより，サンプル商標は，各特徴量

を成分とする、次元ベクトルで表される．次に，検索すべき図形すなわち検索キー（以下，キー

商標と呼ぶ）を同様にベクトルで表し，それを特徴空間に配置し，サンプル商標すべてとのユー

クリッＦ距離を求める．いま，２つの任意の商標Ａ,Ｂにおいて，ｍ次元特徴ベクトルを

ｘ・`＝(x`,,兀劉２，…,xAj,…,x劇､)'，ｘＢ＝(xBl,r82,…,jcBi,…,xβ噸)！

と表すと,ｍ次元物理的特徴空間に位置づけることができ,商標ＡＢ間のユークリッド距離ｄは，

α薑,l1iiF二戸;二丁三
で求められる．あるキー商標に対して類似している商標の選出は，特徴空間でキー商標との距離

ｄの値が小さい商標から順に行う．

このように，類似商標の検索は，図形のもつ特徴量を抽出し，対応するそれぞれの特徴の比較

により類似判定を行う．従って，このシステムの機能は,類似商標を特定することまでは行わず，

検索結果を最終的には審査官（人間）が判断することになる．これは，「類似」という暖昧な言

葉の定量的な定義が確立されていないために便宜上行っているものであり，現在のところは，最

終的な判断は人間による判断に頼らざるを得ないのが現状である．

３商標図形の外枠の認識と分離

ここでは，白黒の２値画素で構成された商標図形の外枠の有無を認識し，かつ，外枠の存在す

る商標図形に対して，外枠とその内部図形とを分離させる方法を提案した．

人間は，商標図形を類似判断するとき，図形の形状あるいは図形内部の絵柄に影響される．し

かし，２つの商標図形の絵柄あるいは図形内部の形状が類似していても図形の外枠の有無または

その形状の違いが画像特徴量に影響し類似と判断されないことが多い．そこで本研究では，類似

商標検索システムの性能向上に役立せる目的で，商標図形に存在する外枠を認識・分離させる．

本手法は，外枠とその内部の図形が接していても，認識かつ分離が可能である．

まず，商標図形の外枠を定義し，これを基に白黒２値の商標図形に対し，商標の外枠を認識す

るアルゴリズムを与える．さらに，提案した前処理の有効性を検証するため，１８４３個の商標図形

を用いて商標図形の外枠の認識・分離の実験結果を示した．本研究は，商標図形を対象として行

っているが，現在入手可能であった1843個の登録商標を対象に外枠図形と内部図形に分離する

実験を行い，その後，人間の認識と一致しているかどうか評価を行った．計算機により認識され

た結果を表１に示す.また,認識された商標図形で外枠図形を削除した結果の一部を図１に示す．

図１の(a)は原図形，（b)は外枠図形，（c)はその内部図形である．
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図ｌ：実験結果

(c）

ここで,認識された140個の図形集合をgroupA,残りの図形1703個の図形集合をgroupBとし，
それぞれの図形集合に外枠が存在する図形があるかどうか主観的評･価を行った．被験者には，定
義した「外枠の条件」を文章で提示し，これらを前提に外枠を頭の中でイメージしてもらい，
2groupのすべての図形（計1843個）に対し外枠が「ある」「ない」の２者択一方式でアンケート

をさせたJ被験者は,２０代男性５名とした．２groupのすべての図形に対するアンケート結果を，

それぞれ図叩に示木図中に示した分数(先)は,5人中,Ｍが外枠が存在すると回答し
たことを指す．また，円グラフに示された数字は，商標図形の数を指す．

図２：アンケート結果（groL1pA）１図３：アンケート結果（groupB）

図２より，計算機により認識された図形集合groupAにおいて，被験者の過半数が外枠が存在

すると判断した図形は,921%(1孔O)であった(被験者全員が判断した図形は6M%(8弘ＯＬ
また，groupAの中に被験者全員が「外枠はない」と判断した図形は存在しなかった．一方，図３
より，計算機が外枠がないと認識した図形集合groupB（1703個）に対し，被験者の中の数名が
「外枠がある｣と判断した図形が１個存在した.アンケート結果に多少のばらつきがあったのは，
定義した外枠の条件を文で提示したとしても，それをイメージする外枠の表象は〆個人により異
なるためであると考えられる．本手法は，外枠図形の特徴のみに着目し，外枠内部に存在する図
形の意味内容や，外枠の線幅の周期性や対称性は考慮に入れていないため，内部図形の印象の強
さ，外枠の線幅の周期性や図形全体の面積に対する外枠図形の面積の割合によって，人間の認識
が左右されるような外枠図形は認識できない．図形の意味的内容や，個人的主観を考慮した図形
の認識は現段階では非常に困難であり，これは今後の課題とする．

-363-

夕 ～』 牢あり タ や』 牢無し

商標数
140/1843

(groupA）

1703/1843

(groupB）



４白黒反転商標の類似検索における前処理法

ここでは，白黒の２値画素で構成された商標図形と図柄が同じで色が反転している図形の類似

検索方法を開発することを目的とする．人間の主観によれば，図柄が類似していれば色が反転し

た図形ともとの図形は類似していると判断される．しかし，計算機の場合は両者の画像特徴量が

大きく異なるため類似と判断されない．本研究では，ｌ対の白黒反転した二つの図形の構造的な

類似性を意識的に高めることで，特徴空間における両者の距離を短くし，「図」と「地」の色が

反転した１組の商標を類似と判断するシステムについて検討した．これは，人間の主観が重視さ

れる類似画像検索システムの性能向上に役立つものと思われる．

白黒反転した商標図形の類似検索の前処理として，まず，外枠が存在する商標図形から外枠を

削除し，次に商標の「図」を表している領域を塊状で抽出する方法を提案した．更に，その有効

性を検証するため，検索キー，データベース内の図形双方に対し，前処理により作成された加工

図形から画像特徴量を抽出し，検索キーに対する白黒反転商標の類似検索実験を行い，前処理な

しの類似商標の検索結果との比較，検討を行った．

データベース内に白黒反転商標が存在するすべての商標，計５２個をキー商標にして実験を行

った結果，すべてのキー商標に対して１位に白黒反転商標が選出された．また，残り１７９１個の

商標をキー商標としたとき，検索結果の上･位に選出された商標は，いずれも前処理なしの結果と

変化はなかった．図４，５には，データベース内に白黒反転商標が存在していたすべての商標，

計５２個をキー商標としたときの白黒反転商標の検索順位に対する特徴空間での両者の距離の分

布をそれぞれ示した．それぞれの図中に示した△は，キー商標に対する白黒反転商標を指す．こ

れらを見ると，図４では，白黒反転商標の検索順位が分散している．これに対し，図５の本手法

による検索順位では，すべて１位になっていることが確認できる．更に，特徴空間での両者の距

離も，図４では，０～１．５の間に白黒反転商標が分布しているのに対し，図５では，すべてが0.1

以内に分布している．これらのことから，物理的特徴量を用いた類似商標検索では，エッジ図形

より塊状図形の方が正確に図柄の特徴を抽出でき，白黒反転商標の類似検索に有効であると思わ

れる．
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図４：白黒反転商標の検索順位に対する特徴図５：白黒反転商標の検索順位に対する特徴

空間での距離の分布（前処理なし）空間での距離の分布(提案手法による前処理）

5．結論

本研究では，類似商標検索システムにおける人間と計算機との類似判断の隔たりを縮める一貫

として，商標内の「図」が人間の類似判断の一要因となっていることから，「図」を重視した類

似商標検索方法，その中でも，外枠を持つ図形からの「図」の抽出，白黒反転している図形を類

似検索する手法を提案した．

本研究の成果から，次に示す結論を得た．

(1)物理的特徴量を用いて，「図」を重視する類似商標の検索を行うとき，「図」を重視した特

徴量のみを用いる，あるいはより大きく特徴量をシステムに反映させる方法ではノイズなど

の雑音のため必ずしも良い検索結果を得られないが，物理的に図形を各構成要素に分解する
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ことにより，物理的特徴量を用いたシステムで良い検索結果を得ることができる．

(2)物理的画像特徴量を用いて図形を定量化するとき，外枠をもつ図形は，その内部図形とは
まったく別の（類似していない）図形として認識される．

(3)商標図形の外枠は線状な図形であることから，その内部領域と分割するとき，図形の一番
外側のエッジ情報を基に図形内部の黒画素に伝えることで，自然な切断面を求めることがで
きる．

(4)白黒反転商標の類似検索では，「図」のみを塊状で抽出する前処理を行い，それにより作成
された図形を対象にすることで検索精度の向上を図ることができる．

(5)互いに白黒反転している１組の商標の類似点は，「図」の領域であると言える．

(6)物理的特徴量は，黒画素の位置や量に大きく依存するため，線図形の類似検索には不適当
であり，塊状図形を対象にしたほうがその性能を活かすことができる．

本手法は類･似商標の検索に導入することを目的としているが，商標は多種多様な図形であるた
め，さまざまな２値図形への前処理として適用することも可能である．

学位論文審査結果の要旨

平成１３年１月２５曰に第１回学位論文審査委員会を開催，１月３１日に口頭発表，その後に第２回審査委員

会を開催し，,慎重審議の結果以下の通り判定した。なお，口頭発表における質疑を最終試験に代えるものと

した。

人間の視覚情報処理機能を計算機で代用させることを目的としている類似画像検索の研究では，その検索

結果が人間の感覚と一致していることが望ましく，何らかの形で人間の主観を導入する必要がある。しかし，

これまで，人間の主観は解明されておらず，それに代わる手段もほとんど発見されていない。いまだ人間の

類似感覚と計算機で計算される類似度には隔たりがあるのが現実である。本論文では，類似商標検索システ

ムにおける人間と計算機との類似判断の隔たりを縮めるために，商標内の｢図｣が人間の類似判断の主な要因

となっていることに主眼をおき，「図｣を重視した類似商標検索方法，その中でも，(1)外枠を持つ図形から

｢図｣を抽出する手法，(2)白黒反転している図形を類似検索する手法を提案し，現在入手可能な1843個の登

録商標を用いて，提案手法の有効性を実証した。

以上の研究成果は，類似画像検索に大きく貢献するものであり，本論文は博士(工学)に値するものと判定

した。
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